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   Three case reports of neuroblastoma primarily originated from the adrenal medulla and 
sympathetic ganglion and stastical survey of neuroblastoma in the Japanese literatures are 
made. 
   Case  1....A boy, 3 years and 7 months of age, admitted to hospital with chief complaints 
of abdominal distention, disorder of walking and exophthalmus. On IVP bilateral hydro-
nephrosis, lateral displacement of the ureters and tumor with calcification were found in 
the middle of the retroperitoneum (Fig. 1). Surgical extripation of the tumor was unsuccess-
ful and subsequent autopsy revealed sympathicoblastoma originated from the retroperitoneal 
sympathetic ganglion and sympathicogonioma w s partly mixded in the tumor (Fig. 2,3) with 
metastasis to the liver, spleen, kidneys, lymphnodes and bones. 
   Case  2....A boy, 3 years and one month of age (Fig. 4), with chief complaints of 
abdominal distention, disorder of walking, left exophthalmus (Fig. 5)  and anemia. On 
 PIP the kidney and ureters were displaced lateral (Fig. 7). A part of the  retoroperito-
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neal tumor was resected. Postoperatively palliative therapies of direct injection of radio-
isotope  p82, 400  mc with total 1600  mc to the cranial bone metastasis, administration of 
nitrogen masturd 150  mgm, nitromine 400 mgm followed by X-Ray therapy were instituted 
without successful results and patient eventvally died. Postmortem findings revealed 
sympathicogonioma originating from the adrenal medulla (Fig. 8 & 9) with metastasis to 
the bilateral kidneys, bones and lymphnodes. 
   Case 3....A male, 20 years and 1 month of age, with chief complaints of dull pain in 
the left abdomen. Patient was oprated with a diagnosis of the left renal tumor acording 
to pyelogram and translumbar aortogram (Fig. 10).  Sympathicoblastoma originated from 
the left  adrenal medulla was found on surgery and the patient died 3 weeks postoperatively. 
   On review of the Japanese literatures of neuroblastoma  :
   1) Age (Table 3) Those ages were less than 3 years were more than 50% of the 
total 177 cases and 70% of the total were found in those children who were less than 5 
years of age. Eighty five percent of sympathicogonioma were found in those children who 
were less than 10 years of age and sympathicoblastoma were found in 76% of this age 
group. Tow hatients, 73 years of age, with sympathicogonioma were the oldest. 
   2) Sex (Table 4) : Fifty six percent of the total cases were found in male. 
   3) Primary origins (Table 5). 
   4) Metastasis of the tumor (Table 6 and 7). 
   5) On clinical observations, the main stress has been put on differential  diagnosis with 
Wilms' tumor in the respects of chief complaint and diagnosis and the effect of local 
injection of radioisotope in tratmnt of neuroblastoma has been discussed.
は じ め に
神 経芽細 胞腫Neuroblastomaは,副腎髄質
あ るいは,大 動 脈周囲にひ ろ く分布 してい る労
神 経節の,交 感神 経原基か ら発生 す る,き わ め
て悪性の腫瘍 で,そ の観察 も,臨 淋 において よ
りも,病 理解剖 において くわ し く,今 日なお,
まれ な疾 患で ある.
副腎髄質 に原発す る神経芽細 胞腫 に は,内
分 泌咋 用は まつた くな く(内 分泌 非活 性 腫瘍
HormonallyInactiveTumors),おな じ副
腎髄質か らで て,内 分泌咋 用を もつ(内 分泌活
性腫瘍)ク ローム 親和細胞腫Pheochromo-
cytomaとは,対 称的 な位置 にある.
副腎髄質 あるいは,神 経節の交感 神経原基か






性 腫瘍 と し,分 化 した交感 神経細 胞の神 経節細
  Table 1. Classification of  neuroblastoma 
        Sympathogonia(Sympathicogonioma)   
1  
 Neuro-  1  1 
 blastoma Sympathoblast Pheochromoblast 
 (Sympatho- (Pheochromo-
          blastoma) blastoma) 
 1 
          Ganglion cell Pheochromocyte 
 (Gangliooeuroma)  (Pheochromocytoma)
胞Ganglioncel1から原発す る節 神経腫(Gan-
glioneuroma)を良性腫瘍 と して,こ のあいだ
に,そ れぞれ の紬胞 の分化 の程 度に し た が つ
て,単 独 に,交 感神 経芽細 胞腫(Sympathico-
blastoma),悪性節神 経腫 とい うような状 態が
あり,ま た,こ れ らは,1つ の腫瘍 のなかで,
ことなつた分 化 の段階 の ものが ま じりあい,良
性 の節 神経腫 に,交 感神 経産生細胞 や芽細 胞を
混 じ・神経突起 を もつ こともある.神 経芽細 胞
腫 とい うのは,未 熟 な産生 細胞腫,芽 細 胞腫の
両者 をあわせ て よんでい る.し たが つて,神 経
芽細 胞腫 とよぶ場合,こ の2つ の腫瘍 が,そ れ
ぞれ独立 して存在 す る場 合 もある し,こ の2つ
が,混 在 してい る場合 もある.一 般 的に,交 感
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神 経産生細 胞腫 にせ よ,一 芽細 胞腫 にせ よ,純
型 は まれで あつ て,混 合型 がおおい上 に,臨 鉢
の立場か ら実 際的 にい うな ら,神 経芽細 胞腫 と
い うよび方 は,都 合が よい。
また,こ れ らの腫瘍 につ いて論 じるの に問題
となるのは,こ れ らの腫瘍 の よび方で ある.こ
の腫瘍 の概念 が あぎらか に されて きた のは,こ
こ半世紀 の ことで,内 外諸研究 家に よつ て,言
葉 のつか い方 と,そ の内容 とは,か ならず しも
おな じではない。
こころみに,最 近 の本邦丈献 をみ ると,た と
えば,武 田 相 沢(1952)は,Sympathi-
cogonioma(原丈)の 組織学的所 見を しめ した
1才,♂ の症 例を,交 感神経母細 胞腫 と して報
告 し,ほ か に,徳 沢 ・吉村(2才,♂,1953),
渡辺 加登木(14才,♂,1955),山本(2才,
♂,1957)などの症例 も,こ の言 葉で,交 感神
経産生細 胞腫Sympathicogoniomaを意旅 し
ている一方では,今 木(42才,♂,1953)や,
芦沢 一吉村(41才,♂,1957)な どの報告例 で
は,Sympathicoblastomaを,交感神 経母 細
胞腫 とよんでい る.
これは,一 母細 胞腫 とい う場合 にか ぎらず い
ままで再 汝のべて きた交感神経産生 あ るいは,
一形成細胞腫 とい う言 葉 にも混乱 が あつて これ
は,ふ っ う,Sympathicogoniomaをしめす
が,こ れ も,最 近 の丈献 にみ る と,森 ・小 島
(10才,古,1950)の 報告例 は,こ の言葉 で
Sympathicoblastomaをものがた らせて いる.





sarcomaなど とよぱれ る場 合 もある.
この ようなよび方 と,疾 病 の組織 学的所見 と
がか ならず しも一致 しない ような事情 があ り,
さらに,こ れ らの腫瘍 に純型 がす くな くて,混
合 型がおおい とい うよ うな ことか ら,Scottら
は,神 経芽細 胞腫 としての頻度 は,文 献上 しる
ことがで ぎるが,こ れ を,交 感神 経産生 細胞腫
と,交 感神 経芽細 胞腫 とにわ けた場 合 の 頻 度
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は,た だ し くはわか らない と,指 摘 してい る.
しか し,わ が 国では,交 感神経産生細 胞腫 と
して,文 献 を整理 した研究が あ り,徳 沢 ・吉村
(1953)は42例を,高 林 ・安藤(1953)らは52
例 を,あ るいは また,植 林 ・上 兼 が34の症例 を
あつめてい るが,こ れ らすぺ てが,は た して,
事実,一 産生 細胞腫で あるかか否か,検 討 の余
地 が あろう.
わ れわれ も,文 献 か ら,神 経芽細 胞 腫 と し
て,す なわち,交 感神経産生細胞腫,一 芽細胞
腫,あ るいは,そ れ らの混合型,ま たは神経芽
細胞腫 として報告 された症 例をあつめたが,こ
れ らは177例にのぼ り,こ れ らの うち,そ の記
載 に したがつてわけてみ ると.い わゆ る交感神
経産生細胞腫 に相当す るものは,66例,一 芽細
胞腫 が64例,神 経芽細 胞腫 とす るもの,判 然 と
わけ られ ない混合型 の もの,あ るいは不明の も
のが47例とな り,交 感 神経産生細 胞腫 と,一 芽
細胞腫 とはほ とん どひ と しい割合で あるが,交
感神経芽細胞腫 といわれ るものの方が,や や年






















































神 経芽 細胞腫 の本邦報告例 は,最 近,非 常 な
勢 でふ えてきている.さ きにのべた177例の報
告例 の うち,1945年以前(す なわち,い わゆ る
戦前)に 報告 され た ものは,47例ほ どに しかす
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ぎない.も つ とも,最 近の報告 例 も,戦 前 とお
な じ く,剖 検例 の くわ しい所 見と検討が,病 理
解剖学 の立場 か らだ されてい るのがおお く,こ
れが,の ちに くわ し くのべ るように,後 腹膜腔
に原 発す ることのお おい腫瘍 であ るのに もか か
わ らず,泌 尿器科学 の領域 か らの報告 は,ほ と
ん どない.い ずれ にせ よ,最 近 の手術 の進歩,
抗腫瘍化学療法剤 の前進,あ るいは,い ろんな
かた ちの放射線療法 の こころみか ら,つ ね に剖
検所見ばか りでは な く、臨鉢家が,臨 鉢 の立場
で,く わ しい報告 ので きるようになつた のは,
戦前 とは めだつた ことな りで ある.
この ように神経芽細 胞腫 が注 目され るもつ と
もおお きな理 由の1つ は,本 症 の,小 児 悪性 腫
瘍 のなかで しあ る比重 が,き わめてお もい とい
うことに ある.こ れは,交 感神経産生細胞 が,
小児期 にのみ あつて,思 春 期以後 には消失 して
しまうとい う,解 剖学 的な事実 とも 関 連 す る
が,Scottは,小児 の腹部腫瘍 は,こ の神経芽
細胞腫かWilms腫 瘍か である と断 言 してお
り,事実,Kruseらの小児後腹 膜腫 瘍111例は,
Wilms腫瘍 と本症だけで ある.本 邦で も中谷
は,本 症が,小 児悪性腫瘍 の1/3をしめ,腹 部
腫瘍 にか ぎつ ていえば,実 に半数以上を しめて
いる ことを,統 計上 か ら指摘 してい る.
神経芽細 胞腫の この ような増加 に対 して,本
症 の本 態をあ きらかに し,治 療法 を前 進 させ る
ためには,境 界領域 にあるものの協 力が必要 で
ある.
われわれは,最 近,4例 の神経芽細 胞腫 を経
験 したが,う ち3例 は小児例 であつた.こ こで
は,成 人 の1例 と,小 児 の2例 について,小 児
科 お よび,泌 尿器科 の協力で観察 した臨鉢所見
と,剖 検例 の所見 について詳細 に報告 し,あ わ




患 者:Y・1・3才7カ 月(初 診 時),6.父 の職 業
は電工.
主訴:腹 部腫瘤 ・眼球突出 ・歩行困難および,全身
の衰弱.
既往歴:麻 疹,百 日咳を経過した.乳 児 の と きに
は,県都府の健康優良児にえらばれた.





つて,感 冒ということで,解 熱剤の投与を うけて治
療につ とめたが,下 肢の運動障碍をきたすようになっ
た.も っ とも,こ の運動璋碍(歩 行不能)は,数 日
で よくなつたが,腰痛 と,下肢関節のロイマ檬のいた










ろんな検査を うけ,そ の結果,交 感神経芽細胞腫のう
たがいで,後 腹膜腔の手術のため,5月29日,泌尿器
科に転科した.
歩行は,1月 以来不能であ り,尿お よび,尿路につ
いての自覚的,他覚的な トラブルはない.
入院時現症:体 格は,や や小で,栄 養も不良であ




節は,両側 とも小豆大 より指頭大まで の腫脹を6～7
個ふれる.
胸部は,心 の境界の拡張をみとめるが,心 音,肺 と
もに正常で,肋 骨に異常腫脹はない.腹 部は,全 体と
して膨隆してお り,視診上まず,膀 を中心 として,や








左右腎とも下極をふれ,か るい圧痛を しめず 肝
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は,肋骨弓下に,2横 指をふれるが,か たさ,縁の状
態は正常とことならない.両 そけい部 リyパ節腫脹が
あり,下肢は,歩行しなくなって4カ 月に な るせ い
か,萎縮してほそく,すべての腱反射がやや充進 して
いるが,病的反射,水 腫,骨 の腫脹はみとめ られ な
い.
諸 検 査 の結 果:
1)血 液 検 査 一 赤 血 球 数275万,血 色 素 量(ザ ー リ
')45%,色 素 系数1,2,白 血球 数6 ,800.ヘモ グ
ラム を み る と,好 中球64%,好 酸 球1・6%,好 塩 球0
%,単 球4・8%,リ ソ パ球30・4%(大 リソパ球7・2%,
小 りyパ 球23・2%)
全血 比 重1039.0,血清比 重1022。5,血中蛋 白 量6.8
9/d1.
2)血 圧 一 最 高114mmHg,最 低50mmHg.
3)尿所 見 一 蛋 白(一),ウ ロ ピ リノ ーデ ソ(一一),
糖(一).赤 血 球(+)白 血球(一),上 皮細 胞(+),
大 腸菌(+),球 菌(+),結 核菌(一),円 柱(一).
4)排 泄 性 腎 孟撮 影(第1図)-60%Urografin
10ccをもち い,無 圧 迫 で お こな っ た.
注射 後7分 で,左 腎 に は排 泄像 が あ り,腎 孟 は や や
鮮 明 さ を か くが,腎 杯 の形 は正 常 で あ る.し か し,尿
管 は,著 明に 外 側 方 に 圧追 され て下 腎 杯 の部 分 に か さ
な り,第V腰 椎 の た か さで,急 に内 方 へ 走 向 を か え
る.ま た,同 時 に み とめ られ る下 行 結 腸 内 ガ ス像 も,




をえ,こ のおおきさは,成 入手拳大にちかい.尿 管














器,腫 瘤のりんかくは,い っさい,し めさない.
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術後の経過と予後;栄 養剤,抗 生物質の投 与 の ほ
か,抗癌製剤のカルチノフィ リソを1日500～1,000単









































































は,胃 大蛮部,十 二指腸,小 腸,肝 右葉下面と,下
は,膀胱後面,底 部と線維性にゆ着している.割面を
みると,褐黄色,灰 白色あるいは,出血のため暗赤褐





結節にわけられ,結 節は,腫瘍細胞巣をか た ちず く








円形,類 円形のものがほとんどで,と きに,だ 円形,
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馬蹄形,西 洋梨形あるいは,不 定形 のもの が み られ







いるが,1部 には,明 りような核膜をもった核 を も
ち,原形質がきわめて乏しいか,あ るいは,これをほ











aリyパ 節転移一後腹膜腔,膵 頭部,肝 門部,
胸部大動脈周囲,気管分岐部,労 気 管 部 お よ
び,腸聞膜 リソパ節.
b臓 器および,組 織転移一肝(6009),胆嚢,
膵,左 腎被膜,腎 孟結合織内,左尿管,腸 管壁
ことに大腸壁,骨盤腔,漿 膜面,骨(肋 骨,胸



























































と,か るいいたみを うったえて泣くが,腫 瘤自体に
は圧痛 はない.こ の腫瘍は,ふ かい位置にあり,腫
瘤のうえに,自 由に移動する内臓諸臓器があるようで
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移巣の発育は,と まっていた ようで,中 止するととも








頭蓋骨転移は,前 頭部2っ のものが,術 直後より増








た.こ れに反して,対 照群 としてのこした右下顎骨の
転移巣と,頭頂部のそれ とは,著 明におおきくな り,

























秘症 となった.尿 は,そ の所見セこ著変なく,回数は,
7～8回,失 禁,排 尿困難は うったえないが,時 とし










































訣語症 とな り,周囲の者のゆ うことは理解しえたが,
発語が困難とな り,っいには不可能となった.
80日で,赤血球数150万,血色素量26%,白血球数
4,900とな り,貧血はますますっの り,全 身状態は悪






顔貌は,き わめて印象的で,頭 部は凹凸不平,左 眼














胸壁,と くに,後 縦隔洞背部の リソパ節は,連続性
に腫脹してお り,両肋膜腔に,1～2食 匙の血性,線


















































色あるいは,赤 褐色を呈 している。 しかし,こ れら
は,間質に よりあきらかに区分知れた境界があ り,一
般的に,出漁,え 死の傾海がいちδるしい.


















いる,幾分威熟した細胞がみ とめられ,と くに,霜 腎
実質内の転移巣にみられる組織像は,交感神経芽細胞
腫とかんがえられる(第8,9図)
すなわち,こ の癒鋼でも,交感神経産生 鰻 胞 腫 よ







周囲,脾門,骨小奪お よび噴門周認,麟 門 と気管周躍.
b臓 器転移お よび,組織転移一両腎実質内,脾,




















け,ま もなく軽快したのでそのまま放置 し ていた.
ところが同年12月に,右 下腹部に痴痛檬の発作があ



















は元気で,左眼に兎眼をみとめる.(も つ とも,こ の
兎眼と,眼球突出の所見にっいては,既往歴で,竹 に
















































これらの諸険査と臨駄『斤見から,後 腹膜 腔 の腫 瘍






い被膜をかぶった赤灰色の児頭大腫瘍がみ とめ ら れ
る.これは後腹膜腔の左半分をほとんどみたし,横隔
膜から肋膜を上へ圧迫し,しかも,周囲組織 と密にゆ
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すなわち,こ の腫瘍は,一.見あきらかに左副腎の腫





















ほぼ半分切除し,腎 とともに,と にか く摘出したが,
その腫瘍だけの重量は2kgにお よんだ.し かし,腫
瘍は,あっい被膜につつまれ,ゆ着のっよい脾にも,
また,肋膜,横 隔膜,腎 あるいは,後腹膜 リyパ節に
転移をみとめない.
患者は,精力的な輸血にもかかわらず,出 血がおお




















柱右側(あ るいは両側)の 労神経節 よりでた交感神経






腸管,腸 間膜をおかし,また リソバ行性,血 行性に心









囲,総 腸骨動脈 より,股動脈にいたる間の周囲,腸 聞


















実質の破壊す るほどおかされ,肋 骨,下 肢の骨もおか
されている.






























んだ状態にあ り,年令もすでに成人である点 もあ っ
て,左後腹腔に限局して発育し,臨 豚的には,さ した
る転移像はみなかっ た.も っ とも,こ の症例は,剖
検がゆるされなかったので,手術所見 より推論するよ










神 経芽 細 胞 腫 の古 典 時代 に は,こ の腫 瘍 の概念 は,
ま だ あ き らか に な っ て い な い.は じめ,V三rchow(1864)
は単 にGliolnaとして 記 載 報 告 した が,そ の後,1870
年 にLoretzがGanglioesenNeuromとし て,胸 部
神 経 節 に 発 生 した 腫瘍 を 報 告,1879年に は,Morgan

































は,5才 以下の幼児でしめ,全 体の1/2以上が3才 以
下で,0才 の乳児は,比 較的すくない(全体の14%).


















































おい.き わめてまれに,肺,胃,小 腸 膝関節,皮 下
に多発 して発生したという報告があ り,また,後 腹膜














国にはないが,外 国文献によれば,脊 髄,脳 より原発
























666(54%) Misc. 1 1%
♀55(46%)
♂:♀1.2二1.0 Uncertain 16 9%
これ を,本 症 の70%以上 を しめ る5才 以 下 の小 児 に
っ いて み て も δ1・2:91・0のわ りあ い とな り,(♂66
















































を介しての ひろが りも著明で,血 行を介する場合に
は,遠隔臓器組織をひろくおかしている.










大より,大豆大にいた る,白 黄灰色 の転移 が多数み
り,また,左 腎も接触性におかされた.
血行性転移の著明な症例は,広汎な転移を遠隔臓器















遠隔臓器転移では,肺 へ の転 移はわ りにまれであ
る.1っ には,腫瘍細胞が,比 較的ちいさいことにも
よるのであろ う。反面,肺 門部 リソパ節,敷 管 リソ
パ節の腫瘍性腫脹はおおい.
リソバ節腫脹は,後腹膜 腔のそ れがもっと もおお'




















血行i生にも,脳 をおかす ことは すくな く,し たがっ
て,剖検上ぽかりでな く,臨鉢的にも,脳 症状にとぼ
しいのは興味がある.







































お くわしくしらべ るならば,胸 髄の側角および,そ れ
以下の,これに相当する部分にある交感神経系の脊髄














































































おおく,したがって,は や く,適切な うったえができ






は風邪 として理解され,第2例 も,貧血 と,足 の挫創





のは,腹 部の膨隆,異 常緊張,腹痛,背 痛,腰 痛など
のいたみ,ロ イマ様,あ るいは神経痛様のいたみが,
四肢,関 節にある.眼 窩部転移による 眼球突出や兎
眼,視 力障碍,頭 部の腫瘤,リ ソパ節腫脹もおおい.
胃腸症状,す なわち,食 欲の不振,嘔 吐,便 秘,下 痢
のうったえがおおいが,これは,腹 部の膨満感などと
ともに,肝 がおかされた場合には,と くに著明で,こ
の場合,さ らに,不 眠,黄 疽などをぎたす
もっともはやい時期には,貧 血はさして著明でない
が,腫 瘍の増大にともない,出血がおお く,転移巣の
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在性の リンパ節,骨 転移巣などは,も っとも組織をと



















が,第1,2例 にしめす ように,腎 孟,尿 管は,腫 瘍
に圧排されて変形し,位置,走 行をかえ,水腎をきた































骨転移とい う点からは,骨 肉腫,緑 色腫などと,貧
血 とい う点から,悪性貧血,白 血病,な ど,また肝,
膵,卵 巣腫瘍 との鑑別が必要である.リ ソパ節腫脹が
























































が疑問をいだきつっ,や は り使用しているが,充 分の
効果をおさめたものはない.わ れわれも,第1例 に
は,カ ルチノフィ リソをもちいたが,第2例 には,ナ
イ トロミソをもちい,使用中は,す くなくとも,転移






























改良があれば,有 望な治療法 となるであろ う.
む す び
1)わ れわれの経験 した3例 の神経芽細胞腫
の臨淋像と,う ち2例 の剖検所見を報告 した.
2)わ が国丈献上 より,今 日まで報告 きれた
症例に,こ の3例 をあわせた177例の神経芽細
胞腫を検討,主 として,そ の臨躰像について く
わ し くのべた.
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142)武田勝 男 ・相 沢幹3医 学,12:175,1952.
143)武田定 衛 ・飯 田 太 ・岩 崎 哲:信 州 医誌,6:65,
1957.





147)寺田迫 義 ・木 村 勝 彦 ・清 水敏 彦 ・速 水 弘 一 郎;
日外 会誌,55:1301,1955.
148)徳沢邦 輔 ・吉 村 敬 三1外 科,15=360,1953.
149)富金 原 茂 ・岡野 務=小 児 科 臨 床,5:67,1952.
150)津留唯 信:小 児 科 診療,19:87,1956.
151)植村 五 朗 ・上兼 堅 治:外 領,3:596,1955.
152)牛島宥=日 病 会 誌,41:127,1952.
153)宇都 宮 竜 一,魏 火耀:児 科 誌,47:754,1941,
154)和田久 一 ・大 久 保 雄二 郎:小 児 科診 療,19:
457,1956曾












160)山田正 哉 ・井 上通:小 児 科 診 療,16:653,
1953.
161)山田千 里=癌,35:133,1946。
162)山形 陽 ・小 島 瑞:癌,46:225,1955.
163)山口睦 彦 ・今 野 宏 ・佐 藤 楠 郎:東 北 医誌,56:
257,1957.
164)山口猛=小 児 科 臨床,8=806,1955.
165)山本 高 治郎 ・阿 部 博 ・矢野 博:小 児科 臨床,1①
=657,1957.
166)山本 緑:小 児 科 診 療,20:474,1957。
167)矢村 卓 三 ・森 格 ・高 田修:皮 と泌,18:370.
1956。
168)八尾 謙 三 ・山 本 勉:癌 の臨 床,1:592,1955,
169)八十島 信 之 助 ・吉井 隆博:癌,43:358,1952.
170)安田竜 夫:大 阪 医 事新 誌,6:856,1935.
171)横山 虎 夫:日 外 会誌,33=597,1932.
172)吉田富 三 ・佐 藤 春 郎:綜 合 臨床,1:426,1952.























































腫 瘍 転 移
肺 ・肝 ・左 腎 ・膵 ・胃漿 膜 ・大 網
後腹膜 ・腸骨窩 ・縦隔洞 ・肋間腔淋巴節
肝 ・左副腎 ・心 ・肺 ・脾血管内
肝













[購 ・騰 ・繍 淋巴節
肝 ・膵 ・両肺 ・大腸 ・腸聞膜腹膜後淋巴節
頭蓋骨 ・睾丸 一皮下 ・筋肉 ・処 々の淋巴節













































































讐簾 撚 色騨騰 轟:灘
頭蓋骨(特 に眼窩)・ 内臓






















































































































































頭蓋骨 ・肝 ・脾 左副腎髄質腫瘍




















臨床上皮膚 ・肝 ・肺門部淋巴節 ・其他淋巴節
腹膜後 ・腸間膜淋巴節 ・膵脾 ・胃十二指腸小
奮噴門部・鎖骨・上頸部淋巴節 ・顎骨 ・頭蓋骨




後腹膜 ・小骨盤内淋巴節 ・顎下 ・鎖骨上 ・腋
窩淋巴節 ・前頭骨 ・眼窩 ・下顎骨 ・肋骨 ・下
顎骨 ・大腿骨 ・肝
全身各所の淋巴節
頭蓋骨 ・鎖骨 ・上騰骨 ・後腹膜 ・顎下淋巴節
右肺 ・右縦隔洞 ・右腎 ・肝 ・腋窩淋巴節 ・脳



















肝 ・腹膜 ・肋膜 ・頭蓋骨 ・左同脾骨 ・肺 ・肝1
縢 辞 管M節 ●後腹膜 リソ櫛.第21Sy「npath'cogonioma
腸 間膜 ・後 腹 膜 ・肺 門 ・左 鎖 骨 淋 巴 節 ・左 腎R:Neurogangliona
膵 ・肺 ・胆嚢L=Sympathogonioma








































































































































(1部 円 形 細 胞 肉 腫)
Sympathoblastoma
ノ
両肺 ・心 ・肝 ・左腎 ・右頸部淋巴節
肺 ・小脳 ・大脳




頭蓋骨 ・硬脳膜 ・胸骨 ・大腿骨 ・肝 ・脾 ・淋!巴節1 ノ





腎 ・頭蓋骨 ・肩押骨 ・上肢骨 ・硬脳膜
頭蓋骨 ・頸部及びその他淋巴節
全骨格 ・リソパ節
両腎 ・眼窩部 ・顎下部淋巴節 ・胸廓内
脾 ・胃・結腸 ・肺 ・甲状腺 ・側頭部 ・顎下腺1
腸間膜 ・大網 ・後腹膜 ・鼠険 ・気管支 ・大動
脈周囲淋巴節
腸腰筋 ・後腹膜 ・前縦隔洞 ・顎下 ・左鎖骨上
窩淋巴節
頭蓋骨 ・肋骨 ・肝 ・腸間膜 ・腹部大動脈周囲
淋巴節
肋 骨 ・胸 椎 ・肺 ・副 腎 ・腎
(一)(手術施行)
頭蓋骨 ・硬脳膜 ・下顎骨及び附近淋巴節 ・肋
諜嫡 麟'1～ 皿灘 ●鵬'腹 鰍 動
肝 ・膵周囲淋巴節 ・横隔膜 ・左大陰唇 ・脳底
骨部 ・大腿骨(Peppar型)
欝鰭 鷺巖辱欝 島融 脊椎
肺

































































































































































肝 ・膵 ・横 隔 膜 ・トル コ鞍 ・大 腿骨 端 ・皮 膚
転移(一)
















奈賢部'掛指(これらは転鋤 く多発性陣 一 一 一
腎 ・膵 ・右副腎 ・甲状腺 ・後腹膜 ・頸部 ・気管
支周囲 ・肺門淋巴節
膵 ・腎 ・肋骨 ・胸部皮下 ・後腹膜 ・腸間膜 ・
後縦隔洞淋巴節





腎 ・副腎 ・肝 ・膵 ・腸間膜 ・後腹膜 ・頸部淋
巴節 ・腸腰筋 ・前縦隔洞 ・横隔膜 ・卵巣 Neuroblastoma
骨




















































































































腎 ・肝 ・肺 ・後腹膜 ・肺門 ・両側頸部淋巴節・胸骨柄 ・頭蓋骨 ・左胸廓下部
眼窩 ・頭蓋骨 ・腋窩 ・鼠険部淋巴節
肝(試験開腹術後死亡)
腹部交感





























脳膜 ・脳皮質 ・労脊椎 ・肺門 ・腎門淋巴節
肝 ・左膝関節 ・右眼部
(手術施行 死亡)
肝 ・胆嚢 ・腹部大動脈 ・腸骨動脈周囲
横隔膜 ・師骨蜂窩部






















































































































































肝 ・膵 ・リソ パ節
∫
後腹膜 リyパ節 。肝 ・両腎 ・右肺 ・頭蓋骨 ・
硬脳膜静脈洞に腫瘍血栓
全身骨絡 ・リソパ節
睡 椎・後騰 巴節 ・肝 ・膵 ・子宮
頭蓋 ・下腿 ・肝 ・全身各臓器












肝 ・脾 ・胃 ・腸間膜 ・頭蓋骨 ・上顎骨 ・幼弱血
球(+)
(後腹膜部板状増殖)
縦隔洞 ・腹腔内淋巴節 ・左卵巣 ・血液に腫瘍
細胞をみ とむ































轄 顯 雛 鄭膀胱●聯'仙 骨'両 ・N・u…1・・ioma
肝 ・腸 ・胆嚢 ・膵 ・腎 ・後腹膜淋巴節 Sympatho1)1astoma









































































































































肝 ・肺 ・膵 ・腎 ・右 副 腎 ・心 筋 ・腸 ・淋 巴 節
頭蓋 ・全身骨系統 ・肝 ・腎 ・膵 ・淋巴節
頭蓋 ・脊椎 ・腸骨等骨系統 ・肝 ・腎 ・膵 ・肺・淋巴節
腎 ・肝 ・胆 嚢 ・肺 ・脾 ・骨 ・右 副 腎 ・淋 巴 節
労大動脈淋巴節










羅 鰹 鵬 騨羅農節.掛肝・
































































































肝 ・腸 管 ・腎 ・膀 胱 ・尿 管 ・膵 ・心 翼 ・肋 膜
・硬 脳 膜 ・肋 骨 ・頭 骨 ・胸 椎 ・リソパ 節
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RetrQgradepyelogramandtranslurnbaraortograrnwith76%Urografin20ccincase3.
Fig.11.(100×)
A_.Tumorcellgroups,
B._Necrosisfo岨dalnoungthetumor
cellgroups.
Fig.12(4QOX)
A_.Hemorrhagicpart.
